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【研究の背景と目的】
　近年，いわゆる「ホームレス」と呼ばれる人々
が急激に増加し，大きな「社会問題」となってい
る．それに伴い，現在，様々な支援策が講じられ
ている．しかし，路上から脱出したいと願い，自
らそれらの施策の利用を申請して，施設という一
時的な住まいを得たホームレスが，自らの意思で
再び路上へと戻ってきてしまう，つまり，「自己
退所」してしまうケースが少なからず存在する．
　このような「自己退所」という行為は，どのよ
うな理由，言い分にかかわらず，一くくりに「自
己退所」というカテゴリーに括られてしまう．彼
らが出て行った要因にも様々な要因があると考え
られるが，その要因を明らかにしようと試みた研
究は，現在のところ行なわれていない．本研究で
は，今まで数量的にしか把握されてこなかった
「自己退所」という行為を，ホームレス自身に改
めて問うことによって，どのような要因が彼らを
「自己退所」に導くのか，そのプロセスを明らか
にすること，そして，その上で，彼らのニーズに
即した援助策を展開するための視点を得ることを
目的としている．
【本論文の構成】
　本論文の構成は，序章「研究の背景と目的」，
第一章「ホームレスの定義」，第二章「ホームレ
スの概要と援助」，第三章「先行研究にみるホー
ムレスの自己退所状況及びその要因」，第四章
「調査概要」，第五章「分析結果」，終章「考察」
である．
【研究結果】
　ホームレスは，『路上脱出の困難に伴う自立か
らあきらめの心境変化』（「路上から仕事を得るこ
との困難による自立のあきらめ」，「生活保護から
の実質的排除による自立のあきらめ」）という要
因によって路上生活から抜け出すことをあきら
め，路上で生きていくためにはどうしたらよいか
という方向に思考が傾斜していく．結果として，
ホームレスは路上で生きていくために様々な資
源，「路上で得られる仕事・収入』，『支援団体・
法外援助』を活用し，さらには『就寝地点の形成』，
『相互扶助』などの路上で生きていくすべを獲得
していく．こうして『戻れる場所としての路上』
が形成される．さらにそれが長期化することで
「路上生活の慣れと反射的利益の形成』がもたら
され，その弊害として「将来的展望の喪失』をし
てしまう．『将来的な展望の喪失』は，後述の施
設の短絡的な利用や，あてのない短絡的な退所を
促す要因ともなる．これらの「路上生活を固定さ
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せる要因』によって，彼らは路上生活に固定され
ていく．施設の利用にあたっては『短絡的施設利
用と利用意識のずれ』があり，また入所の際に
『ワーカーの説明責任の不履行』が生じているた
め，受動的な利用が多く，施設に入ってからの本
人のサービスにたいする意識と，提供されている
サービスとのギャップに苦しむこととなる．施設
を短絡的に利用するホームレスも，外的な圧力や，
「強い就労意欲』によって，仕事に就こうとする
が，『施設入所後の就労阻害要因と自己有用感の
欠如』（「施設入所後の就労阻害要因」，「福祉制度
の認識の差違による労働インセンティブの逓減」
（宿泊所のみ），「自己有用感の欠如」）によって，
仕事に就けないばかりか，施設にいることに意味
を見出せなくなる．こうして仕事を得るという目
的や望みが絶たれたホームレスは，仕事に就けな
いことや，『人間関係のトラブル』『施設の規則に
対する嫌悪』，さらに，これに加えて宿泊所の
『不適切な施設運営』を施設入所による不利益と
捉え，路上で反射的に獲得した利益との利益比較
をおこない，路上生活のほうが良いという判断を
する．これらの『施設利用を妨げる諸要因』によ
って，ホームレスは施設から自己退所し，路上に
戻るという選択をすることが明らかになった．
いる施策，援助を実情に即したものに作り変える
必要性があることを示唆する．同時に彼らのそう
した行為にたいして，異なった角度からの「見か
た」を提供することができたと思われる．それら
を本論文の意義として最後に述べておきたい．
ホームレスが施設から自己退所する要因概念図
1　路上生活を固定させる要因
路
h
lB　戻れる場所としての路1の形成
　
路
ー
で
得
ら
れ
る
日
事
・
収
入
④
支
援
団
体
法
外
援
助
信
就
寝
地
の
形
成
⑥
相
麺
扶
助
⑦路圭生活の憤れ・ぴ
射的利益の形成 ⑥将来的戊1を91の喪失
竺麟＝脚醐w。，t
St又
fi施設利用の繕続を妨げる諸要因
　鍵ワーカーの説明☆｛∫の不姐fr
1仁A　施設入所後の就労阻方要囚と自己有用感の欠如
⑪強い就労意欲
⑫施設人所後の
A労阻害要因
⑬自己有川感の欠タ【1
違繍祉制度の認織の
活ﾙによる労働イン
fヒンテイブの活滅
k民紺～抽所のみ）
㊨不適切
ノ識設運
営（民問宿
泊所のみ）
丁き人間関係のトライ体 」6庭霞のajSl）に対する嫌悪
施設人所によるイ・利益
路ヒ生活との利益比較
自
己
退
．
所
に
よ
る
路
上
回
【本研究の意義】
　本研究を通してあきらかにされたことは，「ホ
ームレスの自己退所による路上回帰化」は，決し
て自己退所をする個々のホームレスの個人的な性
向のみに起因するものではなく，様々な要因が複
雑に絡み合って生起している事象であるというこ
とである．このことは，自己退所の要因をホーム
レス自身に帰結させてしまうことなく，行われて
【審査及び最終試験の報告】
　後藤広史さんの論文「ホームレスの自己退所に
よる路上回帰化の要因」は、国レベルや自治体で
対応を迫られているホームレスが施設に入所して
も、自己退所して路上に回帰するのはなぜか、路
上回帰へと導く要因は何かを明らかにした論文で
ある。
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　本論文は7章構成である。序章では、研究の背
景と目的を提示している。1章では、ホームレス
の定義を狭義、広義の定義を提示し、社会的排除
からみたホームレスについて述べ、ホームレスと
は、「路上生活者のみならず、そうした生活に陥
る高い危険性をはらむ不安定な住居、そこから行
くあてのない施設、病院、シェルター等を長期住
まいとし、または路上やこれらの住居を流動的に
移動する者であり、社会的に排除されている者」
をいう、と自ら定義を示している。
　2章では。「ホームレスの概要と援助」について、
全国調査、東京都調査などの調査を元に動向把握
を行ない、生活保護、自立支援システム、法外援
助について解説している。3章では、「先行研究に
みるホームレスの自己退所状況及びその要因」に
ついて、更正施設、宿泊所提供施設などの厚生施
設、宿泊所、緊急一時保護センター、自立支援セ
ンターなどの自立支援システムの施設などに言及
するとともに、既存の代表的な5つの調査を子細
に検討して。「ホームレスが施設から自己退所す
る要因」が明らかにねっていないことを抽出して
いる。そして、本論文はこの要因を明らかにする
ことに主眼が置かれている。
　4章では、研究方法の選択、施設の捉え方、理
論的立場、サンプリング、データ作成方法、デー
タ分析方法、データの信恩性などの「調査概要」
を述べている。5章では、前章を受けて、18事例
の「分析結果」を提示している。この分析結果は、
「カテゴリー生成表」」カテゴリー生成のプロセス」
などの作表をとおして、最終的には「ホームレス
が施設から自己退所する要因概念図」としてまと
められた。終章の「考察」においては、社会保障
制度再整備の必要性、路上の長期化を防ぐための
アウトリーチの必要性や支援団体の組織化の必要
性を論述し、最後に今後の課題を指摘している。
　口述試験では、4章「調査概要」と5章「分析結
果」を分けないで、1つの章（4章）として、タ
イトルを別にするほうがよく、終章は5章とする
ほうがよいのではないかという意見や、図の読み
方や記述に仕方、「自己退所」に論点の主軸があ
るのか、それとも「路上回帰化」にあるのか、な
どが指摘された。
　本論文は、研究テーマの選定、先行研究や各種
調査の渉猟、斬新な質的研究手法、得られた結果
を論理的に体系化しえたこと、最終的には、「ホ
ームレスの自己退所による路上回帰化の要因」を
明らかにしえたこと、などが高く評価された。そ
の結果、本論文は、修士（社会福祉学）の授与に
該当する傑出した論文として審査会の意見が一致
した。
　　　　　　　　　　　　　　（主査　佐藤豊道）
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